
 

2020 年度から小学校では、プログ

ラミング教育が必修化されています。そ

の目的は、物事を順序立てて論理的に

考える「プログラミング的思考」を伸ば

すことです。 

６月４日、５年生は、リビングロボットの

竹島様に来ていただき、タブレット PC

で命令を出してロボッ

トを動かす学習をしま

した。命令の種類や順

序を変えてロボットの

動きが変わるので、子

どもたちはとても意欲

的でした。いまどきの

学校にはいろんな学

習があります。 

  

書写の授業では、文字の正しい筆順

や字形を学び、文字を整えて書くため

の方法を学びます。文字の美しさや文

を読みやすく書く方法についても学ぶ

ので、これだけコンピュータやスマホが

普及した現在でも大事な学習です。 

先日、３年生は、初の「毛筆」に挑戦し

ました。ほとんどの

児童は墨を使って

筆で書いた経験

がないので四苦八

苦の１時間でした。

書写の時間は、３

年生以上が年間３

０時間程度するこ

とになっているの

で、６年生では美し

い文字が書けるよ

うになります。 

図書委員会の発案で、朝の読書の時

間に５、６年生が１、２年生に読み聞か

せをしてくれまし

た。５、６年生の

図書委員は、緊

張して１年生、２

年生の教室を訪

れ、読み聞かせ

をしてくれまし

た。異学年交流

は、社会での共

生につながる価

値観を育て、思

いやりの心を育

てます。 

みどりの森くろつち学園立石小学校 R7学校だより  
今年の合言葉は 

みんなで 

わかるまで！ 

できるまで！ 

  

 
 

 

  
 

  
 

 

  
 

  
 

 



近頃、昼休みに

校庭で竹馬や一

輪車に挑戦する児

童が増えてきまし

た。竹馬は、そのバ

ランスのとり方と

動きが今の子ども

たちが経験する遊

びやスポーツには

ないようで、なか

なかうまくいきま

せん。晴れた日に

は、用務員の奥先生の竹馬教室が開か

れています。また、一輪車も前後左右の

バランスをとりながらペダルを踏むとい

う行為が難しく、つかまりから離れられ

ない子が多くいます。バランス感覚は、

繰り返しやっていく中で身につくものな

ので、遊びでも「みんなで できるまで」

粘り強く挑戦してほしいと思っています。 

を歩いている児童が多いこと、中休

みや昼休みに外でしっかり遊んでいる

児童が多いからではないかと思ってい

ます。 

 

学校でのタブ

レット PC 活用

は、学習の個別

化を可能にする

というメリットもあ

ります。学習の個

別化とは、一人

一人の学習の進

み方や到達度に

応じることをいい

ます。立石小で

は、ドリルプラネットというデジタルドリ

ル（計算ドリルのオプション品を購入さ

せてもらっています）を授業中の練習

の場面や宿題で活用しています。ドリ

ルプラネットは、何度も繰り返しが可能

で、自分で問題のレベルを選べる、す

ぐにアプリが答え合わせをしてくれる、

ヒントも教えてくれるという優れもので

す。また、ウッディーやバズなどのトイ・

ストーリーのキャラクターがガイド役と

して登場し、正答数が多くなると、登場

するキャラクターが増え、自分でキャラ

クターや壁紙を変えられるお楽しみも

あります。今後、授業中のドリルや宿題

としてどんどん活用の機会を増やして

いく予定です。保護者の方も一見の価

値ありです。 

 

 

 
 

 
 

 

   
 

  
 

  



５月３１日に青少年育成部会の皆さ

んにみどりの小川の草刈りをしていた

だきました。おかげで立石小の児童は、

小川で生き物採集や観察ができます。

今年は、３回やっていただくことになっ

ています。 

《今後の予定》 

６
月 

 

７
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